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インターバンクの声 （2015年 12月 28 日） 
 

泣いても笑っても、今年のインターバンク市場も残すところあと三日となっ

てしまった。１１月まで１０円程の取引レンジ幅に留まっていたドル円相場

がそのまま１２月も波乱なく終えられれば、年間を通して１０円の値幅に収

まる初めての年になりそうだ。そうなれば気持ちは来年の相場に向かい始め

ることになるが、早くも来年も今年と同じように値幅が大きく広がることは

ないとの予想も出始めているようだ。毎年のこうした予想を年末３１日や新

年２日から掻き回すことが出来るのが例年の海外市場だ。来年は久々に１月

２日と３日が土日に重なるため、日本市場と同じように海外勢にとっても新

年の初取引は１月４日の月曜日になる。その意味でも今回は３１日も特に相

場を仕掛けるような海外勢も少なければ、個人の動向も波乱を呼ぶこともな

さそうだ。年内のインターバンク市場は、余計な取引は控える典型的な守り

の期間に入った。 
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